日本生活体験学習学会地方セミナー開催要項
　2016年度より，日本生活体験学習学会では社会貢献活動の一環として，学会と地域との共催事業を地方セミナーと位置づけ実施していくこととなりました。
学会員へは事務局だより等でご案内し、由布市関係者やＮＰＯ関係者、その他の研究・実践者へもご案内し、下記の通り大分県由布市で開催されることとなりました。多くの学会員，学校・社会教育関係者ならびに子どもの体験活動にご関心をお持ちの皆様とともに協議を深めたいと考えています。
１．趣旨
現在の学校教育において，「命題知」の取得が積極的に取り組まれる一方で，子どもの「体験知」の不足については課題として取り上げられることが少なくありません。そして，このような子どもたちの「生の体験」を目的として「学校支援地域本部事業」と「コミュニティ・スクール」の取り組みが全国的に推進されてきています。
そこで，今回の地方セミナーでは，学会と地域が協働して，学校教育における「体験の推進」について，義務教育９年間を見通した教育課程の編成と，そのためのコミュニティ・スクールの意義をご参加の皆さんと一緒に考えていきたいと思います。
２．テーマ：「体験学習、こうすれば取り組みやすい!? 　コミュニティスクールの活かし方」
    ＜概要＞教育課程の編成という視点から、「気付き」「判断し」「実践する」力の基礎となる「体験知」を育成するための手法とコミュニティ・スクールの意義を考える
３．日時：２０１６年８月３日（水）１３：３０～１６：００
４．会場：由布市挾間健康文化センター“はさま未来館”：大分県由布市挾間町挾間１０４－１
５．主催：由布市教育委員会、日本生活体験学習学会、ＮＰＯ法人大分県協育アドバイザーネット
　　　　　　　　
６．対象：学校教育関係者（教職員等）、日本生活体験学習学会員、ＮＰＯ法人大分県協育アドバイザーネット会員、コミュニティ・スクールに関心がある者、その他
７．研究の柱
1 「命題知」とともに、その基礎としての「体験知」の重要性について考える。
2 教育課程への体験活動の位置づけの重要性とその手法を考える。
3 教育課程への体験活動の位置づけとその取り組みのための運営協議会・協働システムを考える。
８．役割分担
  ①由布市：由布市内の関係者への周知、会場確保、当日の運営
  ②日本生活体験学習学会：登壇者に係る学会の規定による謝金等の経費、セミナーの進行
  ③ＮＰＯ法人大分県協育アドバイザーネット：NPO関係者への周知、当日の運営、会計
９．当日の流れ
（１）登壇関係者
①１２：２０から打ち合わせ（昼食時間を含む）
※参加者６名：学会（長尾、古賀、中川） 由布市（三ツ木、那須）ＮＰＯand学校関係（伊東）
          ：
  全体進行：ＮＰＯ法人大分県協育アドバイザーネット（安達）
（２）シンポジウム
開会あいさつ      日本生活体験学習学会 山 崎 清 男 会長
                      由布市教育委員会 加 藤 淳 一 教育長
    シンポジウム
①テーマの説明    日本生活体験学習学会 長 尾 秀 吉 理事：別府大学准教授）
②登壇者　　      日本生活体験学習学会 古 賀 倫 嗣 理事（熊本大学教授）
　　　　    　      由布市立狭間小学校  三ツ木　隆 主幹
由布市立阿蘇野小学校  那 須　恵 子 教諭
佐伯市立宇目緑豊小学校 伊 東 俊 昭 校長
（ＮＰＯ法人大分県協育アドバイザーネット会員）
ファシリテーター：中 川 忠 宣 理事（大分大学特任教授）
    閉会あいさつ   日本生活体験学習学会 桑原広治理事（佐賀女子短期大学教授）
１０．運営分担＜学会責任者：桑原  地元責任者：賀来参事＞
※運営関係者は１２：００集合
（１）会場設営：全員
（２）受付：ＮＰＯ（縄田）、由布市（松本能士 ）
（３）案内・接待：ＮＰＯ（江口）、由布市（吉田賢治）
（４）写真撮影：ＮＰＯ（上原）
１１．準備物
①関係者の弁当 ６００円×１８個（由布市：５個、 学会：６個、ＮＰＯ他：７個）
②掲示物：横幕（長尾）、その他（中川）
③配布物：中川
④登壇者お礼：古賀（交通費補助）、登壇者（菓子箱３個）、伊東（旅費）
⑤ペットお茶：２０本
⑥パソコン・プロジェクター（中川又は賀来）
申込・お問い合わせ
    〇氏名・所属を記載して、７月２８日（木）までに下記へ申し込みください。
      大分大学ＣＯＣ+推進機構  特任教授 中川忠宣 
      電話：０９７-５５４－６０２７ Ｅmail：nakagawa@oita-u.ac.jp  
１２．シンポジウムの流れ
（１）テーマの説明（長尾理事：別府大学）１０分以内
（２）討議＜休憩を入れて１３０分＞
第１ステージ（６０分）：「体験知」の重要性について考える。
※自己紹介を含めて、以下の内容をお願いします。
＜古賀：１０分以内＞
体験活動を日常的に取り入れている事例を通した、子どもへの必要性、教員組織としての必要性、学校として必要な体験活動を基にして、その重要性について説明する。
   ＜三ツ木：１５分以内＞：プレゼン等の活用も検討ください。
     体験不足による、学校教育で感じる子どもたちの課題を基にして、学校教育での「体験活動」を取り入れる考え方や方向性について報告する。
   ＜那須：１５分以内＞
     教育課程に沿った体験による学びの事例を通した成果と課題について報告する。
   ＜伊東：１０分以内＞
     教育活動に体験活動を取り入れることの意義と課題について説明する。
【討議】
    ・教育課程に位置付けるメリットと課題は何か・・・（古賀・伊東を中心に進行）
＝休憩＝（１０分）
第２ステージ（３０分）
：教育課程での体験活動を組み込むときの課題を参加者と登壇者で考える      
    ※会場の参加者からの質問を中心に、参加者からの事例の紹介、登壇者や学会員からのアドバイスをしながら進めます。
※「体験活動の充実と保証の観点」について、古賀がまとめる
第３ステージ（３０分）
：教育課程への体験活動の位置づけの重要性とその手法（取り組みのための運営協議会・協働シス
テム）を考える。
【インタビューダイアローグ】：ここは１発言２分以内で進行します。
  ※コミュニティ・スクールを前提とした学校運営協議会・協働システムについて掘り下げます。
①地域住民・保護者との協働づくりに有効なプログラムは・・・（全員）
②体験活動の充実と保証のための学校と地域住民・保護者の協働づくりの方策は・・・（全員）
  ③まとめ：由布市のコミュニティ・スクールにおける体験活動の充実のためのアドバイスや方策について提案する。  
